
■ 正弦波の発音を短くする ( 「シグナル」の正体 と 音量の制御方法 )

　
　 ・　cycle~ からの発音はずっと鳴ったまま

・　たとえば、リズムを作るためには、発音を短くする必要がある
・　音量の制御によって発音を短くすることができる
・　音量の制御は乗算によっておこなう　

・   「 シグナル 」 とは Max/MSPでの デジタルオーディオデータのこと ( 黄色と黒のケーブルに流れるデータ )
・ 　「シグナル」　は オブジェクトのうち、 その名に 「 ~ チルダ」 がつくものから出力される ( MSP オブジェクト )
・   「 シグナル 」 の正体は、 １秒間毎に 44,100個 存在する 数値データ ( サンプリング周波数 44.1kHの場合 ) 
・   「 cycle ~ 」 の 「シグナル」 は、  1秒間毎に  44,100個存在する数値データであり、 +1.0 ～ 0.0 ～ -1.0 を繰り返す 
・   「 cycle ~ 」 の 「シグナル」 の数値データがもつ、その直接の意味は、 音量を表す

cycle~ からは、常にデジタルオーディオデータが
出力されている。そのために、工夫を加えないと、
音が鳴ったままとなる

　

 
メッセージ（リストメッセージ）
line~オブジェクトの働きを設定する。
1まで1msec.かけて数値を変化させた後、
0まで200msec.かけて数値を変化させる。

line~オブジェクト。
デジタルオーディオデータを扱って、
初期値から目的値まで数値を直線的に変化させる。

＊～オブジェクト。
正弦波のデジタルオーディオデータと
line~による直線的に変化するデジタル
オーディオデータとの乗算をおこなう。
この場合、正弦波に対して、 1～０の数値を
乗算する。０がかけられると、音は消える。

( ※ この資料は 2008年の授業で使用したもの )
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